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2023～2024年度国際ロータリーのテーマ「世界に希望を生み出そう」
CREATE HOPE in the WORLD

第 3318 例会（11号）　2023 年９月 21 日（木）曇り

　そもそも卓話の話をいただいたのは、私
の書いた論説を黒須幸雄さんに読んで頂い
て、「その話をしてもらえないか」となった

ことがきっかけです。その論説は、いわきの駅前活性化について
テーマにしたもで、駅前大通りのにぎわい創出に向け、「歩行者
利便増進道路（通称・ほこみち）」の指定を目指してみてはどう
かという内容でした。ご存じの通り、駅前大通りの歩道は、通常
の歩道が２～３・５メートルなのに対し、８メートルを有してい
ます。駅前では街なかコンサートや平七夕など集客力のあるイベ
ントがありますが、その際に屋外で飲食したり、休憩したりでき
るスペースが必要だと思っています。ほこみちに指定されると歩
道の占用料が減免されるなど利点が大きい制度です。「すぐにや
ればいいだろう」と思うかもしれませんが、ベンチを設置するに
しても日よけを設けるにしても初期費用が必要になります。これ
ではいくら歩道を活用しようとしても二の足を踏む人がいるだろ
うから、行政がそれを支えるべきだと指摘しました。というのが
全てですので、今回頂いた時間は新聞についても少し話させて頂
きたいと思います。
　30 年以上、新聞記者をしていますが、やはり新聞の原点をあら
ためて知ったのは東日本大震災です。ここいわき市も大きな被害
に見舞われましたが、新聞販売店も同様でした。全壊の店舗もあ
りましたが、小名浜では損壊した家にも新聞が届けられていまし
た。避難所にも配布し、避難住民が被害状況などを確認すること
に役立ったと思っています。災害の時、必要な情報は何でしょう
か。福島民報では食料、生活用品、入浴・宿泊などの生活情報を
集中的に掲載しました。今、伝えるべき情報は何なのかと念頭に
新聞製作を行っています。
　新聞の特長についてお話ししたいと思います。１日の新聞には
さまざまな記事が掲載されていますが、どれぐらいの数が載って
いると思いますか。記事の数を「本」と数えますが、だいたい
800 本の記事が１日の新聞には掲載されています。本であれば、
新書１冊から２冊分ぐらいのイメージになります。膨大な情報量
ですが、新聞は２分程度の時間で、世の中の動きがわかるよう工
夫されています。それは「一覧性」があるからです。新聞は大き
な記事から小さな記事までたくさん掲載されていますが、関心が
ないことも目に入ります。ここが、インターネットと全く違うと
ころです。ネットでは関心の高いことばかり調べてしまう傾向に
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あり、ニュースの重要性を客観的に判断した情報を得ることが難
しいと思います。
　記事は「正しく」「分かりやすく」が基本です。「正しく」の部
分は情報が正しいのか確認するということです。裏付けをとる、
と表現します。１人の話だけでは記事にしない、複数の人に事実
関係を確認して記事化するのが基本です。正しい言葉づかいにも
注意しています。最近、誤用が目立つ例をあげたいと思います。

絆が深い×→絆が強い、固い○
過半数を超える×→過半数に達する、半数を超える○
～した矢先×→～しようとした矢先、～した直後○

　分かりやすい記事の工夫はとしては、⑴最重要（結論）⑵次
に重要（説明①）⑶その次に重要（説明②）⑷説明③の順序で
執筆しています。途中で読むのをやめても全体が分かるように
する工夫です。事件原稿を例に挙げると、
　
「いわき中央署は 21 日午後零時半ごろ、窃盗の疑いでいわき市
平字一町目１、会社員○○容疑者（55）を逮捕した。」→これで、
だれがいつ、何の容疑で逮捕されたのか分かります。見出しは
こうなります。「いわきの会社員　窃盗で逮捕　いわき中央署」

　２段落目はこうです。
「調べでは、○○容疑者は 20 日午後１時ごろ、いわき市平の民
家に侵入し、テレビと財布を盗んだ疑い。」
　３段落目は
「捜査関係者によると、テレビを転売目的で、財布には現金約
５千円とクレジットカードが入っていたとみられる。」
　４段落目は
「○○容疑者は容疑を認めているという。」

　こんな感じの文章はよく目にしていると思いますが、結局見だ
しになるのは１段落目からということが分かると思います。
　さらにこうした工夫は新聞を製作する上で、欠かせません。記
事のレイアウトはジグソーパズルのように感じるかもしれません
が、整理部という部署の記者がニュースの大きさを判断しながら
製作しています。そんなぴったりはまるなんて、そうそうありま
せん。記事があふれる時に、後ろの段落から削っていく作業をし
ます。そのためにも、大事なことが後ろとか、真ん中にあったの
では、なかなか作業は難しくなります。さきほどの原稿ではせい
ぜい２段落目まであれば、十分な情報をえられると思います。
　言葉遣いにも注意を払っています。みなさんもご存じの渡部恒
三さんが亡くなった時の新聞です。県内各地から、さまざまな方
から惜しむ声が寄せられました。こうした時、福島市の本社から
県内各地の出先にコメントを集めるよう指示を出すわけですか、
各出先はそんなに多くの声を聞くわけではありませんので、「～」
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「出席はロータリアンの３大義務の１つです」
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「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

♥佐々木貢一さん（泉支店長お世話になりありがとうございまし
た。円谷委員長卓話よろしくお願いします）♥泉洋平さん（短い
間でしたがお世話になりました）♥伊藤盛敏さん（あるゴルフコ
ンペで優勝する事が出来ました）♥飯野光世さん（今年の例大祭
無事終了出来ました。ありがとうございました。円谷会員の卓話
楽しみにしてます）♥黒須幸雄さん（円谷さんの卓話楽しみです）
♥高萩阿都志さん（円谷さん卓話宜しくお願いします）♥有賀行
秀さん（円谷さん卓話よろしくお願いします）♥小野寺順正さ
ん（円谷さん卓話楽しみにしています）♥関口武司さん（泉さん、
委員会活動への御協力ありがとうございました）� 以上９名

　大和証券いわき支店長の泉洋平会員が東京ご
栄転となりました。
　天候が不安定ですが、秋めいてきたのかなと
思います。会長、幹事会で出た事を紹介いたし
ます。平地区のロータリークラブ４つあります
が、合同例会を開催する方向で動いています。

詳しいことは理事会を通してご相談させていただきます。
　阪神タイガース、オリックスが優勝しましたが、阪神の岡田監
督の言葉が注目されています。「あれ」です。これにちなんで、
私も「あれ」を目標にしていこうと思います。「あれ」は最終例
会で報告したいと思います。

　泉会員は「東京転勤になりました。いわきの
人はいい人ばかりです。人柄がいい土地だなと
かみしめています。心残りはゴルフクラブセッ
トを買ったのに、転勤になってしまったことで
す」とあいさつしました。
　後任の島田啓太支店長は「滋賀県生まれです。前任地は四日市
市です。縁もゆかりもまったくない土地で、右も左も分からない
状態ですのでよろしくお願い致します」と述べました。

・ �10 月の 21 日に 21 世紀の森公園でポリオ
の募金活動があります。

◆出席委員会（小林隆太委員長）

例会日 基本会員数 出席者 メーキャップ数

９月 21 日 50 名 29 名 ―

★本日の例会案内　９月28日（木）12：30 ～
　　外部卓話
　　公益財団法人ジュニア・アチーブメント
 日本代表理事　佐川秀雄様
　　　お食事メニュー＝チキンカツレツ
★次回の例会案内　10月５日（木）12：30 ～
　　合同例会・いわき桜RC
　　　お食事メニュー＝豚角煮野菜餡かけ

〔点鐘・ロータリーソング（我らの生業）・四つのテスト（久保田
将会員）〕

久保田将会員

鈴木 孝雄さん
（９月22日）

★ 誕生祝

ハッピーバースデーソング斉唱

◆ロータリー財団委員会（代理・森雄治会員）
　佐々木貢一さん、関口武司さん、越智正典さん。� 以上３件
◆米山記念奨学会委員会（森雄治委員長）
　佐々木貢一さん、関口武司さん。� 以上２件

と述べた。「～」と惜しんだ。などの表現で執筆するわけです。
しかし、それが本社に集まってくると同じ表現のオンパレードに
なります。それをデスクと呼ばれるベテラン記者が調整するので
すが、あまりに数が多くても同じ表現にならない意地をみせた傑
作です。
　述べた、語った、惜しんだ、悔やんだ、悼んだ、振り返った、
懐かしんだ、無念さをあらわにした、目を伏せた、死去を受け止
めた、ねぎらった…まだまだあります。
　思いをはせた、言葉を詰まらせた、襟を正した、肩を落とした、
目頭を熱くした、言葉を絞り出した、涙をのんだ、死を悼んだ、
しのんだ、コメントした、哀悼の意を示した。
　となるわけです。「同じ表現にしない」という工夫をしています。

　短い言葉の力についてもお話し致します。ある地域の坂道の立
て看板です。
「すべる　あぶね」。これだけです。
　意味は「冬季は凍結することがあり、スリップ事故が多発して
います。急ハンドル、急ブレーキは大変危険です。運転に注意し
て走行してください」。こんなところでしょうか。
　しかし、この文章が道路わきにあったら、読むだけで危険です。
短い言葉で、意味がわかることが重要です。ですので、さきほど
逆三角形の原稿、結論から先に書くという話しをしましたが、極
端な話、新聞は見出しだけを読めば、ある程度内容が分かってし
まうということです。ぜひ、皆様の生活のそばにも新聞はあると
思います。今後もご活用していただきたいと思います。


